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に
二百
二
重
提
出
し
．懇
委

「

認

紳

討

課

説

鮮

噌

鵜

灘

羮

歪

肇

□
釣
毒
２
絡
遷
挙
唇
纂
τ
曝
漏
）

市
長
逸
纂
し
ま
し
た

ｌｏ
損
目
の
専
点
噸
目
は
～
来
の
と
お
り
で
す
。

２
θ
丁
Ｐ
Ｐ
が
震
業
に
与
え
３

彩
響
怪
考
そ

市
独
自
の
封
味

ｔ
榛
計
さ
れ
た
い
。

３
．
経
寿
対
策

て
し
て
の
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
減
制
度

に
つ
い

て
の
力
）た
と
明
ら
伊

に
さ
れ
た

い
。
先
進
自
ヱつ体
の
事
管

参

考
に
和
歌
山
市
で
ｔ
実
旋
これ

た

い
。
磨
舘
ソ

フ
ォ
ー
ム
に
つ

い
て
は
‐
現
在

の
オ
帥
梓
ｔ
拡

た
す
３
ヒ
失
に
廉

い
鮮
手
の
良

しゥ
制
度

£

讐

さ
れ
た

し、
。

４
．
臼

に
対
し
，
応
電
た
国
裸

料
の
在
組
み
む
詩
ぬ
ち
ょ
う
‐

和
歌

山
市
独
自
の
働
き

か
け
ｔ

強
く
す
寺
め
ら
ス
た

し、
。
和
歌

山
市
の
日
採
料
に

つ
い
て
は
‐

「
れ
え
ろ
繰
瞭
料
Ｌ
と
で
⊃
鶴

占
た

主

っ
て
′
人
～
万
円
、
来

年
度

よ
り
引
き

下
げ

つヽ
米
た
Ｌ

３
．
旧
同
和
河
弊
企と
し
て
継
続

さ
ネ
て
い
る
争

蓮

ヒ
．
来
年
摩

か
ら
た
た
ち

に
ギ
仏

ら
ス
た
峻

（
社
宅
職
算
制
度
‐
旧
同
和
地

区
に
い
い
あ
ろ
公
葉
ぬ
誰
の
開

教
、
子
と
ｔ
会
冷
曽
笠
‐
葉
同

作
業
場
）

６
．
テ
で
も
の
Ｅ
癖
艶
淵
盾

一‐‐‐…・‐‐１‐…ｉｔｉ‐ｉ
一
●
■
一■
一，
■
り
■
●
■
一
■
．■
●
一
●
■

，
一■

，
一Ｉ
■

「綺
”

一
２
０
′
６
ホ
権
カ
レ
ス
タ
‐

∴一

「
来
年
の
事
ｔ
言
つヽ
と
鬼

一
が
実
う
」
ｒ
二
い
ま
す
。
広

一
辞
十犯
で
は
嘔
明
日
の
こ
と
さ

一
た
分
か
ら
た
い
の
に
、
来
年

一
の
こ
と
な
で
て
て
も
予
判
で

一
キ
た
い
た
ｔ
甲
つ
評
」
て
議

一
哺
さ
水
て
い
ま
す
。
こ
の
実

一
も
／え
は
、
そ
ん
な
鬼
得
ぬ
で

ヽ
し
Ｆ
つ

，
。
き
ぅ
こ
桃
ド郎

＝
暮
に
邊
お
こ
よ
る
よ
う
に
悪

一ホ
い
ヤ
ッ
て
は
な
＜
「
立
し、た

一
ふ
ん
」
の
諸
に
な
て
く
３
ヤ

一一
き
し
い
春
現
｛￥
た
し、
な
ヤ
ッ

一

じ
了
急
い
伊
ビ
私
は
簿
し、暮

‥‥‐‐‐……‐‐
す
。
て
索
は
と
も
が
＜
、来

一
，

■
・１………‥‐■
■
■
一・一・■
一一■
一，
●
■
一■
■

，
■
■
●
■
■
一

の
な
坂
〓
申
学
校
警
常
ま
で
襲

院
に
つ
し、
マ
ｔ
引
き
上
げ
ら
水

た

し、
．

ク
。
今
護
保
廉
に
お
い
て
，
雫

‐文
播
／
、
２
０
ち

へ
の
サ
ー
ビ

一一一一一一一，一一一̈一“一・一　一一一一一ヽ‥‥，．〓一一一卜一一一一一一，〓一‥‥ｒ一■一一一一∵

年
翠
の
贔
孫
ヵ
レ
＞
ダ
ー
ド

渥
き
ま
し
た
。
――
目
命
集
位

の
折
に
表
す
′つ
も
り
で
す

来
年
の
カ
レ
ン
グ
ー
の
写

真
は
、
い
わ
い
い
動
物
で
ｔ

ベ
ラ
ペ
ラ
あ
＜
３
て
、
ほ
ん

①
一瞬
む
け
で
す
ザ
・来
年

伊
終
あ
っ
た
気
に
は
３
０
は

私
む
け
で
し
ま
っ
が
？
「
駆

日
の
立
っ
い
は
夢
９
フ
ち
」

と
い
う
蛉
島
太
郎
の
設
たヽ
も

あ
り
ま
す
。来
年
は
参
議
院

選
挙
の
年
、
（〓
」は
じ
う
か

り
眠
ｔ
括
た
工
繋
アヽ
ら
ね
Ｌ

そ
の
前
に
ま
ず
馨
ユ
番
。

ヨ
ツ
⊇
７
ン
３
っ
と
ｏ

゛:

ぃ碑 格ね
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ち
雪
一と
宅
方
針
∠
さ
な
た
し、。

９
，
授
霊
の
滝
引
二
π
■
き

る
よ
う
、
詢
勤
鐸
票
所
に
よ
Ｓ

投
票
ｔ
宇
施
さ
を
に
し、
ο

ρ
．
図
書
轟
喜
糖
配
に
つ
い
て
は
，

他
都
市

の
ギ
堀
ｔ
見

て
、
利
用

港
ｆ
中
出
て
し
た
志
臭
言
願
疎

す

３
よ

う
ヤ
）雄
た
い
。
　

以
上

判

ｔ

傍

聴

し

て

の
著
幸
籟
引
き
下
げ
が
電
去
に

史
ф
％
れ
た
仕
な
程
に二
０
す

る
と
し
て
，
引
き
下
げ
懸
令
０

取
り
発
し
ｔ
薫
め
て
い
ま
す
。

各
理
は
‐
ま
た
書
面
の
で
り
と

り
が
中
Ⅳ
で
，
こ
の
日
は
裁
判

官
‘
原
告
（
許
た
二
市
民
側
）

て
神
告
（
口
て
市
）
の
代
理
人

口

生
活
保
護
栽

口
日
Ｓ
ａ

（
金

）
吟
時

”
分

か

ら
和
歌
山
地
方
裁
判
前

２
ｏ

２
●
乃
義
廷
で

、
和
歌
山
生
垢
裸

発
」裁
判
第
リ
ロ

ロ
頭
卑
論
げ
行

わ
イ
．
私
‐
ひ
ひ
な
も
膀
聴
。

ル倶
習
は
、
支
孝
看
に
ざ
っ
て

は
Ｆ
鏑
晨

で
し
た
。

こ
∩
栽
判
は
、生
活
佳
馨
頁

〓
ん
Ｅ
ち
は

日
本
共
産

新
し
し，
啓
附
実
現
に
向
け
て

「
□
爵
連
合
政
府
」
の
提

案
を
呼
び
ド
け
る
ド
ン
フ
レ

ッ
ト
て
「請
歳
」
特
別
烏
生

署
名
用
紙
ｔ
持
っ
て
‘
様
Ｒ

ね
て
こ
う
に
誇
問
し
、
外
”談

ｔ

さ
せ
て
い
た
た

い
て
い
ま
ｔ

ほ
て
ん
で
い
方

か
提
算
ｔ
知

っ
て
く
水
ス

い
て
、
「ら
れ

し

い
提
掌
Ｌ
Ｊ
冥
κ
か
」
と
腋
迎

す

３
一Ｐ
げ
圧
倒
的
て
す
。
得

謙

て
は

，
様

々
た
た
男
そ
管

間
伊

電
合

に
出
さ
れ
ま

す
。

ハ
天
現
さ

せ
Б
た
め
に
い
う

し
た

ら

し、

し‐

御
、
本

当
に
％
く
い
ち
が
古
一剣

Ｆ
考
え
て
い
３
〓
ピ
重
Ｔ
き
ヒ

慮

勧
ｏ
毎

日
で
す

。

数

ａ
力

で
ヤ
リ
た

い
枚
題

の
ア

ベ
疎
玲
は
許
せ
ま
せ
ん

”
目
界
の
力
で

つ
く
５
新
し

い
政
府
の
実
現
に
向
け
て
‐

こ
た
か
ら

も

”

く
の
な

ど
脅

難

ｔ

す
す
め
て
い
き
た
い
ど

Ｓ

い
ま

す
．

の
や
り
と
り
ぉ
け
で
し
た
。
原

一
〓
む
け

で
ｔ
‐

引
き

下
げ
が
生

告

の
主
第
に
対
す
３
補
注
ｏ
の
弁

一
発
ω
実
態
て
つ
け
離
れ
た
政
綸

叩
い
も
図
ｔ
尋
た
た
質
問
に
、
一的
な
ｔ
Ｑ
む
こ
応
じ
手
し
た
。

れ
告

側
か
即
管

で
き
な
い
の
で

一　
虫
回
は
、
来
年

２
月

に
日
（

苦
奥
し
て
し
き
い
ま
し
た
。
て
一
ｅ
）
Ю
時
Ю
冷
を
２
０
２
琺
≦

生
活
堡
薫
諄
判
支
確
一
お
願
い

′
．
裁

判
ω
秩
輔

ｔ

し
て

く
た

さ

い
。
中
回
は

２
月

に
日
．

２
。
衛
鴫
宣

伝

に
ご
参

加
＜
だ

さ

い
。　

――
目
初
日

（
日

）
ｎ
時

”
分

を

す
Ｒ
和
融
山
隷
的

３
。
「
生
存
縫
替
判
定
支
揺
す

る
わ
か
や
ま
の
合
し
に
ご
入
会

く
た
さ
ι‐
。
会
貢
は
年
間
．
団

膝
／
口
／
万
円
。
個
人
／
８
３

十
円
（報
免
措
置
あ
り
）

‐２
月
定
利
市
議
会
日
程
例

４
（月
）

り

↑
本
）

？
（水
）

８
（
丈
）

７
（月
）

４
容
じ

３
Ｔ
Ｃ

２
（水
）

／
含
ι

Ю

↑
こ

濶
公
じ

―
．
‐

２５
宋
）

月
日
（曜
）

本

会

議

特
別
モ
員
会

常
任
看
民
医

″

本

会

議

会

議
秀
ｅ興
長
誓
篭
、
討
論
、
採
来

κ歌ひい●̈ぼ

朧
打弊唱lヵ l季 員

一
総
質
問
、管
晨
、
呑
員
会
付
託

″
　
　
　
〔詰
廟
受
理
期
限
〕

一
船
質
問

恭
Ｔ
説
明


